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(三) 本池 髙野

～準決勝～

１１日目　７月２６日

(三)

浜　 田

(投手ー捕手)

(三)

(浜)

会　場： 松江市営野球場

第２試合

Ｔ  Ｅ  Ａ  Ｍ

三刀屋

(チーム成績)

河角　ー　槇野

波田→森井　ー　網本

（長　打）

「浜田主将、岡が４打点の活躍で決勝進出！」
準決勝第２試合は、浜田と三刀屋の公立校対決となった。試合は浜田が波田

から森井の継投で戦い、三刀屋はエースの河角に全てを託した。試合は１回裏、
浜田が安打と盗塁、四球を選び１死満塁とし、５番岡が左中間を破る適時２塁打
で３点を先制すると、続く６番髙木にもセンター前に抜ける適時打が生まれ、一
挙４得点を挙げ主導権を握る。

反撃したい三刀屋は注目の４番髙野が右中間スタンドへの本塁打を放ち１点
を返すと、６回表にも安打と四死球で無死満塁と相手先発の波田を攻め、１死か
ら８番河角が中堅手への犠飛で２点差に迫る。しかし、後続が続かず、結局満塁
の好機を生かすことが出来なかったことが両チームの勝負を分けた。８回裏、２
死から失策で２死１塁とし、浜田主将の岡がこの試合２本目となる右中間への適
時２塁打で１点を追加し、最後は７回から継投した浜田２番手の森井が三刀屋打
線を封じ込め、２００４年以来１８年ぶりの決勝進出を決めた。
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年 打 安 得 点 四 犠 盗 二 三 本 振 失
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ＴＭ 〔選手交代〕

(左) 小　 前

　投 森　 井

(三)

〔野手成績〕

ＴＭ 〔選手交代〕

(遊) 本　 池

(一) 飯　 塚

(二) 鈴　 木

(中) 内　 田

(右) 渡　 部

(捕) 槇　 野

(左) 髙　 野

〔投手〕 回

(三) 古　 川 河角 8

　三 打　 田

(投) 河　 角

　打 藤　 原

　打中 常　 松

(遊) 中　 野

髙　 木

(右)左 大井海

(捕) 網　 本

(投)右 波　 田

(一) 上　 田

(中) 岡

森井 3

(二) 小　 池 〔投手〕 回

　三 中　 村 波田 6

三刀屋

浜　 田


